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令和３年

（2021)

仙人風呂（田辺市本宮町）

田辺市本宮町にある川湯温泉では、冬の風物詩である「仙人風呂」が１２月５日よりオープンしています。
「仙人風呂」は、川底から湧く73℃の源泉に大塔川の清流を引き入れ、温度を40℃前後に調整する天然の
露天風呂で、夜は満天の星空を楽しむことができます。令和４年２月末まで無料で利用することができます
ので、是非お越しください。 （写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                       知 事 メ ッ セ ージ 

 

よみがえりの地のよみがえりの文化祭 

 

 和歌山県では、10 月 30 日から 11 月 21 日の 23 日間、全県を舞台に国民文

化祭と障害者芸術・文化祭がくり広げられました。これらを同時開催にしまし

たので、総称して「紀の国わかやま文化祭 2021」と名付けました。10 月 30 日

の開会式は、天皇皇后両陛下のオンラインの御臨席を仰ぎ、大会テーマ「山青

し、海青し、文化は輝く」を表したステージを、和歌山県ゆかりの文化人や地

元の方々の御参加を得て、舞台いっぱいにくり広げました。 

そして、その後は、音楽、演劇、映画、舞踊、文芸、美術、伝統芸能、生活

文化、歴史文化等々の各分野で市町村や各文化団体が大いに張り切って下さっ

て、都合 150 にのぼる素晴らしいイベントが次々とくり広げられました。 

 私も文化祭のはしごみたいになりましたが、時間の許す限り、できるだけ多

くの催しを見学に行き、皆様の笑顔に接することができました。 

各主催者の方々からは、コロナが心配の中で、よく開催にふみ切ってくれ

た、発表の機会がなくなって、落ち込んでいた会員、出席者、出演者の皆さん

がすっかり明るくなれたと感謝の気持ちをいただきました。 

 また、昨年来、このような正規の形での文化祭はずっと中止でしたので、他

県から来られて出演をされたり、作品を出品されたりする人が一様に、よく和

歌山県は開催にふみ切ってくれた、本当に感謝するとおっしゃってくれている

とのことでした。 

 和歌山県は古来からの観光地ですが、その心は高野・熊野に典型的にあらわ

れているように、心身のよみがえりです。そのよみがえりの地で、文化祭がこ

のようによみがえって、全国の文化愛好者の心を明るくすることができたこと

を、県民の皆様とともに誇りに感じたいと思います。まさに、よみがえりの

地、和歌山でのよみがえりの文化祭です。 

 

 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

 

 

 

 

 11/10 記者会見にて 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「紀の国わかやま文化祭 2021」が盛況のうちに幕を閉じました       

 

 １０月３０日に開幕しました「紀の国わかやま文化祭 2021（第 36 回国民文

化祭・わかやま 2021、第 21 回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会）」では、

県内各地で１５０を超える様々な文化イベントが開催され、和歌山県が文化一

色に包まれました。 

 今回は、本文化祭期間中に開催されたイベントの一部を御紹介させていただ

きます。 

 

＜世界遺産 高野山シンポジウム＞ 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の地で

ある高野山において、空海や高野山の魅力を

伝えるシンポジウムを開催いたしました。 

まず、作家の夢枕獏さんより空海が著した

出家宣言の書である「三教指帰」の解説などを

通して唐へ渡る以前の空海の人物像や偉業に

ついて分かりやすく話していただきました。 

続いて、國學院大學教授・東京大学名誉教授

の西村幸夫さん、高野山大学長の添田隆昭さん、イラストレーターの田中ひろ

みさん、モデルのはなさんが加わり、「祈りの聖地“高野山”の魅力」をテーマ

に、パネルディスカッションを行っていただきました。各パネリストからは、

これまでの経験や知識を基に、お気に入りの仏像や奥の院の見どころなどを語

っていただき、御来場いただいた方々に高野山の魅力やその可能性を発信する

ことができました。   

また、フィナーレでは、本県出身の尺八奏者・ 本好美さんが奏でる尺八の

音色が、参加者を幽玄の世界へと誘いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高野山の魅力について語るパネリストの皆さん 

空海について語る夢枕獏さん 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

＜よみがえりの地 熊野音楽祭＞ 

本文化祭では、多くの方々に熊野の歴史や文化をより深く知っていただき、

本県の素晴らしい文化を未来へと継承していく担い手になっていただくことを

目的として、三週に渡り熊野三山それぞれで音楽祭を開催いたしました。 

 

１１月６日に熊野本宮大社旧社地である大斎原で開催された音楽祭には、み

なべ町出身で同町のふるさと大使として和歌山県の魅力を国内外に発信してい

ただいているシンガーソングライター・川島ケイジさんをゲストに迎えて開催

いたしました。また、地元の田辺市立本宮小学校の皆さんにも出演いただき、

本県の無形民俗文化財である「平治川の長刀踊」や川島さんとの合唱を披露し

ていただきました。 

 

 

１１月１３日に熊野速玉大社で開催された音楽祭には、作曲家･ピアニストと

してドラマ、映画、ＣＭ音楽の提供やコンサート活動など、幅広く活躍されて

いる西村由紀江さんをゲストに迎えて開催いたしました。 

和歌山県誕生１５０年を記念して和歌山県民歌が演奏されたほか、新宮市出

身の東くめ氏が作詞した我が国初の口語歌詞である童謡「鳩ぽっぽ」や「お正

月」なども演奏され、美しいピアノの旋律と熊野速玉大社のもつ厳かな雰囲気

が作り出す趣ある空間は、来場された方々を魅了しました。 

川島ケイジさんと田辺市立本宮小学校の皆さん

による合唱 

田辺市立本宮小学校の皆さんによる 

「平治川の長刀踊」 

西村由紀江さんによる演奏 きいちゃんとの合奏も披露されました 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

１１月２０日に熊野那智大社で開催された音楽祭には、抜群の歌唱力で活躍

中の小柳ゆきさんをゲストに迎えました。また、熊野那智大社の例大祭「那智

の扇祭」で奉納されている「那智の田楽」も披露され、多くの方に先人から受

け継がれてきた本県の伝統芸能の魅力に触れていただく機会となりました。 

なお、「那智の田楽」は、平成２４年に本県で初となるユネスコ無形文化遺

産に指定されており、今年は、大正１０年に当時の宮司たちの手により復興し

てから１００年目の記念の年にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜聴いて♪弾いて♪みんなのピアノ音楽祭＞ 

 障害の有無にかかわらずピアノを楽

しむことの素晴らしさを知ってもらう

とともに、障害への理解を深めることを

目的としたピアノ音楽祭を開催いたし

ました。 

本音楽祭では、和歌山県出身・在住の

障害のある方３名に歌謡曲からクラシ

ックまで様々な曲の演奏を披露してい

ただきました。また、片手の指１本で誰でもピアニストの気分が味わえる電子

ピアノの開発など、障害のある方の芸術活動支援に取り組まれている東京藝術

大学ＣＯＩ拠点の新井鷗子特任教授と駒米愛子特任講師に「障害の有無にかか

わらず音楽と感動を共有できる豊かな社会」の実現に向けた取組について御紹

介いただきました。 

今回の音楽祭が、演奏していただいた皆さんにとって、今後の音楽活動を活

発に行う上での原動力となり、また来場者の皆さんにとっても障害への理解と

共生社会の実現に向けた取組への関心を深めるきっかけとなることを願ってお

おります。 

 

 

小柳ゆきさんによる歌唱 那智田楽保存会の皆さんによる「那智の田楽」演舞 

美しい演奏を披露していただきました 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

＜閉会式＞ 

閉会式のオープニングでは、祭りの

創始から来年で４００年の節目を迎え

る「和歌祭」の演目を披露していただ

き、世代を超えて継承される文化の尊

さを伝えました。その後、式典や次期開

催県である沖縄県のアトラクションを

経て、和歌山県誕生１５０年を来場者

の皆さんとともに祝いました。 

グランドフィナーレでは、本文化祭で感じられた喜びを表現するとともに、

和歌山の文化を輝かせ、発展させていく決意と希望に満ちたメッセージを日本、

そして世界に発信しました。 

（グランドフィナーレ） 

第１章「喜び」 

本文化祭で感じることができた新た

な文化を知る喜びや先人が築き上げた

誇り高い文化を受け継ぐ喜び、そして、

文化を通じて実感した生きる喜びをほ

ら貝奏者の皆さんによるほら貝の演奏、

興国寺普化尺八道場法燈会の皆さんに

よる尺八の演奏、黒潮躍虎太鼓保存会の

皆さんによる太鼓の演奏により表現し

ました。 

 

第２章「情熱」 

紀の国わかやま文化祭 2021 を通じて

強くなった和歌山を愛する想いを胸に

和歌山の文化を輝かせ、発展させていく

決意を和歌山県出身のミュージシャン

であるウインズ平阪さん、優月さんの歌

唱と県立紀伊コスモス支援学校高等部

の皆さんによるよさこい演舞により表

現しました。 

 

和歌祭を象徴する芸能「摺鉦・太鼓」 

黒潮躍虎太鼓保存会の皆さんによる太鼓の演奏 

ウインズ平阪さん、優月さんと県立紀伊コスモス 

支援学校高等部の皆さんによるパフォーマンス 



- 6 - 
 

今月の和歌山県政トピックス                     

 

第３章「輝く未来へ」 

和歌山の文化は、これからも人々に笑顔

の花を咲かせ、未来を輝かせていくという

決意とともに、希望に満ちたメッセージを

和歌山県出身のミュージシャンである藪

下将人さん、田頭宜和さん、singer SAYAKA

さん及び和歌山児童合唱団の皆さんの歌

声と TEAM SIGN の皆さんの手話コーラス

に乗せて発信しました。最後の曲である「上を向いて歩こう」では、出演者が

ステージに勢揃いし、グランドフィナーレを迎えました。 

 

本文化祭の開催にあたっては、新型コロナウイルス感染症の影響によりイベ

ントの準備や運営が大きく制限されましたが、決して諦めることなく様々な努

力や工夫を積み重ねることでやり遂げることができました。無事終了できまし

たのも多くの方々の御支援のおかげであり、深く感謝を申し上げます。 

県では、本文化祭の開催を大きな一歩とし、先人から受け継いできた豊かな

文化を次の時代へと更に発展させ、今後も「文化の咲き誇る和歌山」の実現を

目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランドフィナーレの様子 

多くの方からいただいた「もう一度見たい！」とのお声にお応えし、以下のイベントに

ついて「アンコール配信」を実施していますので、是非御覧ください。  
掲載サイト：紀の国わかやま文化祭 2021 公式ホームページ  
URL：https://kinokuni-bunkasai2021.jp/ 
※それぞれ配信終了日が異なりますので御注意ください。  ＜QRコードはこちら＞ 

開催日 イベント名 配信終了日

　10/30(土) 　開会式 　R4.1.4(火)

　10/30(土)
　～11/21(日)

　オンラインによる障害のある人のステージ
　パフォーマンス発表(14団体) 　R4.1.4(火)

　11/6(土) 　よみがえりの地 熊野音楽祭
　川島ケイジコンサート 〈熊野本宮大社旧社地 大斎原〉 　R3.12.31(金)

　11/7(日) 　聴いて♪弾いて♪みんなのピアノ音楽祭
　(ピアノコンサート部分のみ) 　R4.1.4(火)

　11/13(土) 　よみがえりの地 熊野音楽祭
　西村由紀江コンサート 〈熊野速玉大社〉 　R3.12.31(金)

　11/21(日) 　閉会式 　R4.1.4(火)
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                      今月の和歌山県政トピックス 

                                             

●和歌山県産温州みかんがベトナムに輸出されました            

 

１０月１日に日本産温州みかんの輸出が解禁されたことを受け、１１月２８

日に全国で初めて本県から有田みかんを約２ｔ輸出しました。 

ベトナムは、これまで日本で病害虫である「ミカンバエ」が発生しているこ

とを理由に日本産温州みかんの輸入を禁止していました。 

そうした中、県では、国産温州みかんの早期輸出を目指して平成２９年度か

ら国に対し、ベトナム向け輸出みかんの植物検疫条件の早期合意に関する要望

を続けてきました。加えて、令和２年１月には、グエン・スアン・フックベト

ナム社会主義共和国首相に二階俊博幹事長から早期輸出解禁を要望していただ

くとともに、同年１０月には、菅義偉内閣総理大臣からもフック首相との首脳

会談において輸出解禁加速化に言及していただきました。こうした御尽力と J

Ａグループの皆さんの御協力の下、着実に二国間協議に必要なデータの提供や

調査協力を行ってきたことが、実を結び、今回の輸出解禁につながりました。 

１１月２８日に行われた輸出出発式には、二階俊博衆議院議員をはじめとす

る国会議員の皆さん、森礼子議長をはじめとする県議会議員の皆さんや宮崎雅

夫農林水産大臣政務官、独立行政法人日本貿易振興機

構（JETRO）の佐々木伸彦理事長、ヴー・ホン・ナム駐

日ベトナム社会主義共和国特命全権大使といった多く

の関係者の皆さんに参加いただき、みかんの初輸出に

至ったことを共に祝いました。 

輸出されたみかんは、既にベトナムの高級スーパー

等で販売されており、購入者からは、「香りが大変素晴

らしく、これまでに食べてきたみかんとは違う。」と大

変好評をいただいております。 

県では、引き続き農家所得の向上と産地の活性化の

ため、ＪＡグループ及びＪＥＴＲＯの皆さんとの連携

を一層密にしながら、販路開拓に取り組んでまいります。             

出発式におけるテープカットの様子 

輸出したみかんは、ベトナム 

の高級スーパー等で売られています。 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●ベトナム商工省との覚書を更新しました                          

 

１１月２４日、県とベトナム商工省は、日

本産温州みかんのベトナムへの輸出が解禁

されたことを踏まえ、平成３０年１０月に

締結した覚書を更新しました。同日、首相官

邸において、岸田文雄内閣総理大臣とファ

ム・ミン・チンベトナム社会主義共和国首相

立ち合いの下、覚書の交換が行われました。 

県では、幅広い産業分野でベトナムとの連携を促進したいとの思いから平成

２７年３月、ベトナム農業農村開発省との間で相互協力に関する覚書を締結。

更に平成３０年１０月には、ベトナム商工省との間で経済協力に関する覚書を

締結し、ビジネスミッション団（企業等）の現地派遣、ビジネスマッチング・

商談会等を行ってきました。そのような取組を行ってきた結果、県内企業の中

には、現地法人の立ち上げを目指す企業やベトナムの技能実習生の受入をする

企業が出てくるなど、本県とベトナムの友好関係は確実に深まってきています。 

今回の覚書では、産業製品や農産品の販売促進活動を実施する際には、お互

いにできる限りの支援を行う旨を明記しており、今後、ベトナムでの県産品の

プロモーション活動をより一層積極的に行うことを予定しています。また、同

日行われた知事とジエン商工大臣との会談では、人材協力や技術協力を活発に

実施していくことで合意しました。 

県では、今回の覚書の更新を契機とし、ベトナムとの協力関係をさまざまな

分野において深化させることで、本県とベトナムとの友好協力関係の発展につ

なげてまいります。 

 

●和歌山県文化表彰の受賞者が決定しました              

 

 県では、昭和３９年から文化の向

上発展に特に顕著な功績のある個

人や団体を表彰することにより、和

歌山県の芸術文化の振興を図るこ

とを目的として、和歌山県文化表彰

をお贈りしています。 

 

今後ベトナムとの更なる連携強化を図ります。 

受賞者の皆さんと知事（前列） 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

受賞者の皆さんのこれまでの取組に深く敬意を表しますとともに、今後ます

ますの御活躍を願っております。受賞者の皆さんの功績は、下記のとおりです。 

 

注：（ ）は出身市町 敬称略 

＜文化賞＞文化の向上発展に特に顕著な業績を示し、和歌山県の誇りに値すると認め

られる方 

久 保 田 弘 敏

（有田川町） 

大学院修了後、宇宙飛行体の空気力学及び熱空気力学を研 

究。昭和４９年、アメリカ航空宇宙局(NASA)から客員研究員と

して招聘を受ける。帰国後は、東京大学工学部航空学科等にお

いて航空宇宙工学分野の研究と学生の育成指導に尽力される。 

また、日本航空宇宙学会会長、日本流体力学会会長、日本ロ

ケット協会理事、国の審議会等の委員、国際会議委員、国際的

学会誌の編集委員など、数々の重役を歴任。日本学術会議での

航空宇宙科学技術の方向性を示す提言や宇宙航空研究開発機

構(JAXA)の発足への寄与など、我が国の航空宇宙科学技術の発

展に多大な貢献をされてきた。 

 

＜文化功労賞＞文化の向上発展に貢献し、その功労が特に顕著である方 

多田佳 子 

（和歌山市） 

昭和３９年に和歌山市民オペラ協会の前身である和歌山声

楽研究会を設立。以来、代表として数々の定期公演に出演。国

内外の著名なアーティストを招聘するなど、本格的なオペラ文

化を和歌山に根付かせるための活動を５０年以上の長きにわ

たり情熱をもって行われてきた。 

また、子供たちを対象としたオペラの舞台体験のワークショ

ップや唱歌を歌いながら学ぶ「唱歌の学校」を開催するなど、

幅広い世代に音楽の素晴らしさを伝える活動をされてきた。 

半田美永 

（紀の川市） 

「和歌山県史」（通史編近現代一・二及び人物編）の編纂、

執筆に関与したことを契機に、紀伊半島をめぐる作家や作品に

着目した調査研究に長年にわたり取り組まれ、文学分野におけ

る熊野学の先駆けとして本県の文化振興に大きく寄与されて

きた。 

有吉佐和子氏や佐藤春夫氏に関する丹念な調査研究のほか、

特に、戦後その業績が埋没していた阪中正夫氏が再評価された

のは、半田氏の研究功績のたまものである。 
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＜文化奨励賞＞優れた文化の創造と普及活動を続け、将来一層の活躍が期待できる方 

伊藤彩 

（有田市） 

過去に描いた絵画、写真、陶器などの立体物、布、家具など

を組み合わせ、ライティングも施した一種のジオラマを設置

し、多方向から数千枚にも及ぶ写真を撮影。その写真を眺め、

組合せることで、構図やアングルの視覚的効果を検討し、画面

を再構築して絵画として表現する「フォト・ドローイング」と

いう独自の画面構成方法と、希有な色彩感覚により描かれる作

品は、常に高い評価を受けており、現代美術作家として、今後

より一層の活躍が期待される。 

松井俊介 

（和歌山市） 

武士気質で素朴かつ豪放な芸風である喜多流の能楽師とし

て父の彬氏とともに、日本のみならず、海外でも活躍を重ねる。

平成２５年にはポーランド日本国大使館において能を示教す

るなど、日本の伝統芸能である能の魅力や奥深い芸術性を国際

的に発信している。 

関西で唯一の喜多流能楽師の若手、また、本県で唯一シテ方

を務める若手能楽師として国内外にわたり活躍されており、本

県の能文化の担い手として将来一層の活躍が期待されている。 

吉本英樹 

（和歌山市） 

英国王立芸術学院在学中に制作した、ものと人とのインタラ

クションを伝える作品「Yuen」が Red Dot Design Award のデ

ザインコンセプト部門で最優秀賞を受賞。人の動きにあわせて

揺らぐ照明作品「INAHO」が第一回 Lexus Design Award を受賞

するなど工学とデザインの両面を追求した作品が国際的に高

い評価を得る。技術をクリエイティブに応用するという強みを

もちながら、人々の生活にテクノロジーの刺激を突き刺すので

はなく、寄り添わせるという感覚を大切にするあり方は世界か

ら高く評価されており、今後更なる活躍が大いに期待される。 

                                           

●中国を代表する総合大学「清華大学」と覚書を締結しました      

 

 このたび、県は、中国を代表する総合大学である清華大学と①教育・研究機

関等における人材の交流、②次世代を担う有望な青少年の交流、③和歌山県内

大学と清華大学の学術交流、④相互発展のためのイノベーションに関する取組

に関して連携及び協力を推進する覚書を締結しました。 

清華大学は、中国北京市にあり、１９１１年に創立されました。卒業生には 
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習近平国家主席、胡錦濤前国家主席、ノーベル物理学賞受賞者の楊振寧氏がお

り、これまで多くの研究者、技術者及び政府高官を輩出しています。 

また、イギリスの「 TIMES」紙が発行する高等教育雑誌「 Times Higher 

Education」が発表する「THE アジア大学ランキング２０２１」で１位となって

おり、その高い教育力や研究力が評価されています。 

今後、人材の交流では、県が窓口となり、県内の大学生の清華大学への留学

や長期の休みを活用した交流の機会の創出を予定しています。また、学術分野

においても、世界で唯一密教学科が開設されている高野山大学との中国伝来文

化に関する研究協力など、様々な分野における交流を図ってまいります。 

今後行っていく清華大学と県内大学の特色ある学部との交流及び学生派遣を

通して本県の学生が国際社会で活躍できる方となることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海外県人会の皆さんと県内の小・中学生及び高校生約８００人がオンラ 

あインによる交流会を行っています                               

 

県では、令和５年に開催する第

２回 和歌 山 県人 会 世界 大会 に 向

け、県内の小・中学生及び高校生の

皆さんに海外県人会の活動や海外

での生活、和歌山県の移民史など

に触れていただくことを目的とし

たオンラインによる交流会を実施

しています。１１月８日に行われ

た全体交流会では、県内の１２校

の児童・生徒と南北アメリカ大陸

にある６つの県人会の皆さんがオン 

ラインで交流しました。 

調印式はオンラインにより行いました 

お互いの文化について理解を深めました 



- 12 - 
 

今月の和歌山県政トピックス                     

 

※今回参加されている海外県人会 

南加和歌山県人会、シアトル紀州クラブ、在パラグアイ和歌山県人会、ブラジ

ル和歌山県人会連合会、在ペルー和歌山県人会、在アルゼンチン和歌山県人会 

 

全体交流会は、県立橋本高等学校邦楽部の皆さんの演奏からスタートしまし

た。県内校からは、校舎や授業風景、部活、地域のランドマークの紹介をして

いただき、海外県人会の皆さんからは、バーチャルホームステイとして、県人

会会員の自宅やその周辺、生活様式などを紹介いただきました。 

なお、今後は、令和４年２月まで、事前にマッチングした県人会と学校が個

別に交流する「個別交流会」を行う予定となっています。 

また、移民史や異文化への理解を深めることを目的に「和歌山と移民～海外

へ移住した先人の歴史」をテーマとしたパネル展を令和５年３月まで実施して

いますので、是非御覧ください。 

 

     

●「世界津波の日」である１１月５日に濱口梧陵偉業顕彰シンポジウムを 

あ開催しました                              

 

昨年、生誕２００年を迎えた和歌山が誇る偉人・濱口梧陵の偉業を改めて県

内外及び海外へ発信するとともに、県民の皆さんの防災意識の高揚を図ること

を目的として、「世界津波の日」である１１月５日、「濱口梧陵偉業顕彰シン

ポジウム 現代(いま)に生きる梧陵の精神」を開催しました。 

本シンポジウムでは、文化庁文化審議会委員を務められるなど、積極的に文

化活動を行われている女優・中江有里さんと防災研究の第一人者である河田惠

昭関西大学社会安全学部特別任命教授・社会安全研究センター長に講演をして 

注：和歌山市における展示は既に終了していますので御了承ください。 
また、九度山町の展示会場は現在調整中です。決定次第、県国際課ホームページでお知らせいたします。 

県国際課ホームページ：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022300/d00152731.html 

市町村名 展示会場 開始日 終了日

湯浅町 北町ふれあいギャラリー R4.7.8 R4.7.20

由良町 由良町中央公民館 R4.7.22 R4.8.3

印南町 印南町公民館 R4.8.5 R4.8.17

みなべ町 南部公民館 R4.8.19 R4.8.31

日高川町 日高川交流センター R4.9.2 R4.9.14

田辺市 田辺市文化交流センター　たなべる R4.9.16 R4.9.28

すさみ町 周参見公民館 R4.9.30 R4.10.12

上富田町 上富田町役場 R4.10.14 R4.10.26

白浜町 白浜町中央公民館 R4.10.28 R4.11.9

新宮市 新宮市役所 R4.11.11 R4.11.23

太地町 太地町立石垣記念館 R4.12.9 R4.12.21

古座川町 古座川町中央公民館 R5.1.6 R5.1.18

北山村 北山村観光センター R5.1.20 R5.2.1

串本町 南紀熊野ジオパークセンター R5.2.3 R5.2.15

那智勝浦町 那智勝浦町体育文化会館 R5.2.17 R5.3.1

市町村名 展示会場 開始日 終了日

岩出市 岩出市立岩出図書館 R3.12.7 R3.12.22

九度山町 現在調整中 R4.1.7 R4.1.19

橋本市 和歌山県立橋本体育館 R4.1.21 R4.2.2

かつらぎ町 かつらぎ総合文化会館「あじさいホール」 R4.2.4 R4.2.16

高野町 高野山観光情報センター R4.2.18 R4.3.2

紀の川市 打田生涯学習センター　 R4.3.4 R4.3.16

紀美野町 紀美野町中央公民館 R4.3.18 R4.3.30

海南市 海南nobinos R4.4.1 R4.4.13

有田市 有田市役所 R4.4.15 R4.4.27

日高町 温泉館「海の里」みちしおの湯 R4.4.29 R4.5.11

広川町 広川町役場 R4.5.13 R4.5.25

有田川町
有田川町地域交流センター
（ALEC）

R4.5.27 R4.6.8

御坊市 ぎゃらりーなかがわ（旧中川邸） R4.6.10 R4.6.22

美浜町 美浜町中央公民館 R4.6.24 R4.7.6
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いただきました。 

中江さんからは、「歴史から見える、未来

の道」をテーマに、現地で触れた広川町の歴

史・文化から濱口梧陵についてお話いただき

ました。また、濱口梧陵の伝記を手がけるな

ど、まさに濱口梧陵のエキスパートである河

田先生からは、世界に通ずる濱口梧陵の偉業

について語っていただきました。 

さらに、濱口梧陵が築いた学び舎「耐久舎」を由来にもつ耐久高校の生徒と

防災研修として実際に広川町を訪れた国連訓練調査研究所（ユニタール）の海

外研修生の方からは、濱口梧陵の精神が根付く地域文化やその取組について発

表していただき、様々な視点から濱口梧陵の魅力を発信することができました。 

 県では、今後も濱口梧陵の偉業の顕彰を行うとともに、その精神を受け継ぎ、

防災・減災に係る取組を進めてまいります。 

 

                          お 知 ら せせ 

 

●「和歌山の農業士 第１７号」を発刊しました            

 

このたび、地域農業を牽引するリーダーとして県内各

地で活躍中の「農業士」が、その想いを語り、自らの経

営や活動を紹介する情報誌「和歌山の農業士 第１７

号」を発刊しました。 

「農業士」は、地域農業の振興と農村の活性化におい

てリーダー的役割を果たしている農業者を知事が認定

するもので、現在、県内で７９９名の方が農業士として

活躍されています。 

本冊子は、関係者をはじめ、広く一般の方々にも農業

のプロフェッショナルたちの実像や取組を知ってもら

いたいとの考えから作成しています。 

併せて、県が地域農業の課題解決に向けて取り組んで 

いる活動や研究機関の試験成果なども掲載していますの 

で、是非御覧ください。 

 

                          お 知 ら せせ 

 

濱口梧陵の偉業について語る河田先生 

「和歌山の農業士」は、県経営支援課のホームページでも公開しています。 

URL：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070900/hukyu/katudo.html 

「農業士」がその想いを語ります 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内               

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和

歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度で

す。これまで多くの御寄附と力強い応援メッ

セージを数多くいただいております。 

県では、このたび、より多くの寄附者の

方々の想いにお応えできるよう、寄附金の使

い道として新たに「わかやまの農林水産業の

振興」を追加することとなりました。農林水

産業を振興し、次の世代に引き継いでいく取

組に活用していきますので皆さんの御協力を

よろしくお願いします。 

御寄附につきましては、申出からクレジット決済等までを同時に行うことが

可能なふるさと納税総合サイトを御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以上の御寄附をいただいた方には、和

歌山県優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品のうち、事業者

の協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山県が

誇る優良県産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の

「ふるさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

なお、２万円以上、３万円以上又は５万円以上の寄附をしていただいた場合

の返礼品については、１７ページから２３ページに掲載していますので、是非

御活用ください。これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきます

よう、お願い申し上げます。 

 

各ポータルサイトのＱＲコードはこちら 

ふるさとチョイス          ふるなび     ＡＮＡのふるさと納税   

 

 

 

 

ふるラボ      ＪＡＬふるさと納税  
 

 
 
 



- 15 - 
 

                          お 知 ら せせ 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

＊＊＊＊  ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては  ＊＊＊  
★お問合せ・申込窓口★          ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                 〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課          都道府県会館12階 
担当 森本、宮田、小弓場          和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)          担当 前 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp FAX  03-5212-9059 

 

朝日放送テレビ「おはよう朝日です」で紹介されました！ 

 

 

 

 

 

 

 和歌山県の返礼品はすべて優良県産品プレミア和歌山の中の選りすぐ

りの一品です。そのプレミア和歌山認定商品である【紀州和華牛】と【梅

干】が、朝の情報番組「おはよう朝日です」の新しい名物をつくる“ふる

さと応援隊”コーナーで特集されました。 

 

 全３回の放送を通じて紀州和華牛や梅干の魅力を取り上げつつ、１２月

放送予定の最終回では、ミシュランシェフが紀州和華牛と梅干を掛け合わ

せたレシピを考案します。完成した新しい名物は、ふるさと納税の返礼品

として、最終回放送後からポータルサイト「ふるラボ」にてお申込みでき

ます。詳細は下記 QR コードから御確認できますので、是非御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

   
過去の放送もこちらから見られます

ので是非チェックしてみてください。 

＜第３回放送予定＞ 

１２月２３日（木）朝７：３５過ぎから 

※放送日や放送時間は変更となる可能性がございます。  
※放送地域は関西２府４県＋徳島県となります。  
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●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組              
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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                         お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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お 知 ら せ                           

 

●ふるさと和歌山応援寄附 返礼品に定期便ができました        

 

令和３年９月より、ふるさと和歌山応援寄附の返礼品に定期便を創設しまし

た。和歌山県外にお住まいの方で、令和３年９月～１２月の間に御寄附をいた

だき、返礼品として以下の１４種類のいずれかの定期便を選択された場合、令

和４年１月～３月の３ケ月間、毎月、返礼品をお届けします。 
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                        お 知 ら せせ 
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ふるさと歳時記                            
 
イベント情報(１２月下旬～１月中旬) 
 
※掲載の情報は、令和３年１１月末時点のものです。 

最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 
 

期間  行事名  場所  問い合わせ先  

12 月 31 日 
那智の滝と三重の塔ラ

イトアップ 

熊野那智大

社 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

1 月 1 日 
和歌山城天守閣で初日

の出を  
和歌山城 

和歌山市 

和歌山城整備企画課 

073-435-1044  

1 月 1 日～ 

1 月 2 日 
紀州古代墨席上書初会 春日神社 

春日神社 

073-483-7547 

1 月 1 日～ 

1 月 3 日 
奥之院・金堂修正会 

①  奥之院

燈籠堂 

②伽藍金堂 

総本山金剛峯寺 

0736-56-2011 

1 月 12 日～ 

2 月 27 日 

企画展「歴史を語る 

道具たち」 

和歌山市立

博物館 

和歌山市立博物館 

073-423-0003 

1 月 23 日～ 

1 月 25 日 

※参加申込期限 

１月 7 日 

募集人員 

5 組 10 名 

（応募者多数の

場合抽選） 

「新しいなかへち旅」

モニターツアー 

（700 年の歴史 

野中の獅子舞鑑賞と

餅まき体験コース） 

田辺市中辺

路町内 

一般社団法人田辺市熊野ツ

ーリズムビューロー 

0739-26-9025 

 ※「仙人風呂」に関する詳細については、熊野本宮観光協会まで 

 TEL：0735-42-0735（午前 8 時 30 分から午後 5 時まで） 

  URL：https://www.hongu.jp/onsen/kawayu/senninburo/ 

 

自然・風物情報(１２月下旬～１月中旬)     
 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

12 月下旬 
ポンカンの収穫ピー

ク  
串本町･重畳山地区  

JA 紀南 

0739-23-3450 

1 月中旬 巨大張り子の登場  田辺市･川湯温泉  
熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月中旬 スイセン見頃  
串本町･樫野埼灯台

周辺  
由良町･白崎海岸  

串本町観光協会 

0735-62-3171 

由良町産業振興課 

0738-65-3852 



 
 

～編集後記～ 

 

12 月になり、和歌山駅前のけやき大通りや和歌山市駅のキーノ和歌山をはじめ

各所でイルミネーションが見られるようになりました。コロナ禍でいろいろな制約

がある中、気持ちを和らげてくれる風景にほっとするとともに今年もあとわずかだ

なあと感じます。寒い冬がやってきましたが、みなさま、いかがお過ごしでしょう

か。今月も「和歌山だより」をご覧いただきありがとうございます。 

本県で 10 月 30 日に開幕しました「紀の国わかやま文化祭 2021」は、11 月

21 日までの 23 日間、150 を超えるイベントが開催され、無事フィナーレを迎え

ることができました。私はいくつかのイベントを見学させていただきましたが、直

接、見ることのできなかった「よみがえりの地 熊野音楽祭」はテレビなどで拝見

いたしました。実は、私は少し元気をなくしていたのですが、よみがえりの地であ

る熊野本宮大社、熊野速玉大社、熊野那智大社での音楽祭を拝見するうちに少しず

つですが元気をいただくことができました。まさに、「よみがえり」です。よみがえ

りの地、そして音楽、文化のチカラは不思議だなあ、すごいなあと改めて感じると

ともに感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

「紀の国わかやま文化祭 2021」については、本号の２ページから６ページにも

ご案内させていただいております。6 ページには、「紀の国わかやま文化祭 2021

公式ホームページ」でいくつかのイベントのアンコール配信を行うご案内もしてお

ります。ご覧になれなかったみなさまやもう一度ご覧になりたいみなさま、ぜひご

覧いただければと思います。 

 

今年もお世話になりましてありがとうございました。 

みなさま、どうぞよいお年をお迎えください。 

 

                 知事室 秘書課長  西 山 雅 美 

 
 

 
和歌山だよりに対する御意見・御感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌 
山に関する情報を御提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。  
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。）  

  ■FAX 073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

和歌山県のホームページ  https://www.pref.wakayama.lg.jp/                  
ふ る さ と 和 歌 山 応 援 ｻｲﾄ htts://www.pref.wakayama.lg. jp/prefg/010500/furusato/        

                   2021 年（令和 3 年）12 月 NO.１６４  
 *個 人 情 報 に つ き ま し て は 、「 和 歌 山 だ よ り 」       和歌山県 秘書課  

  の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、使 用 い た し ま せ ん 。       〒 6 4 0 - 8 5 8 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
                     TEL 073-441-2026                       

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版な

らではの美しい画面を楽しんでいただけますのでぜひ御覧ください。 


